
オ
ホ

筑
間
一
仰
-
一
見
且
光
一
作
紘
一
菌

珠
洲
能
宇
美
爾
、
安
佐
比
良
伎
之
底
、
前
懇
久
油
開
婆
、

奈
義
波
腕
能
申
寸
良
前
、
部
奇
底
理
制
問
家
里
。

右
判
抑
制
者
、
依
z
春
開
慰
-
巡
=
行
措
初
日
臼
時

閉
=
邸

R
-
作
ν
之
、
大
伴
宿
雨
家
持
。

上
記
の
倣
と
そ
の
詞
m
u
と
の
申
に
筑
多
大
前
宮
・之

平
路
・
被
久
比
飽
海
・
能
号
制
・
熊
来
村
・
能
奇
の
ぬ

山
・臥
一
宇
都
・餓
石
河
・
珠
洲
能
宇
美
・
太
沼
郡
・長
部

跨
の
十
二
地
名
を
包
合
し
て
ゐ
る
。
紋
に
是
等
の
地

名
宇
一
恭
艇
と
し
て
、
家
持
の
巡
遊
し
た
純
絡
を
考
へ

る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
ニ
〉
越
管
制
H
三
州
志
の
設

l
区
間
景
刷
は
そ
の
諮
越

宥
賀
三
州
芯
に
於
い
て
、
家
持
は
県
出
に
越
中
新
川
郡

の
延
刑
制
川
宇品田あり
、
芯
乎
絡
を
岡
町
て
初
め
て
能
脅
に

入
り
、
」
涼
多
耐
散
に
赴
山
富
せ
ん
が
怨
割
引
咋
の
務
訟
を

進
み
、
児
に
純
じ
て
今
の
鴎
烏
郡
七
尾
町
也
と
思
は

れ
る
能
号
制
替
は
町
怖
か
ら
舟
を
総
し
て
熊
来
村
に
航

L
、
限
行
し
て
臥
緊
抑
制
問
石
河
を
越
え
、
珠
洲
制
に

入
っ
た
後
、
宇
品
の
商
岸
外
浦
に
沿
う
て
南
航
し
、

太
初
山
部
に
滋
り
、
長
出
捕
に
泊
し
て
例
府
に
間
同
船
し

た
と
し
て
ゐ
る
。
若
者
は
こ
の
太
沼
却
を
、
契
沖
の

市
町
第
集
代
慌
記
に
基
づ
い
て
、
用
羽
咋
郡
大
務
帽
却
の
認

お
な
り
と
断
じ
‘
長
前
田
町
は
臨
ぬ
榔
府
中
以
束
、
太

m・矢
川
な
ど
の
海
岸
で
、
和
名
抄
に
い
ふ
長
出
回
郷

で
あ
る
と
僻
し
て
ゐ
る
。

会
一
)
越
中
市
山
猿
治
郡
の
践
「
森
凶
平
次
は
そ
の
若
越

中
高
説
治

mに
別
の
読
を
録
し
て
ゐ
る
o
臼
〈
、家
持

は
越
中
そ
巡
行
し
た
後
、
一
日
一
射
水
郡
の
凶
府
に
入

り
、
氷
見
か
ら
志
組
起
を
溢
ぎ
て
羽
咋
測
に
出
で
、

然
多
一
刷
出自に

B
奔
し
、
外
捕
の
務
部
制
代
・
嗣
捕
な

ど
を
符
て
内
、
山
に
出
で
、
呑
島
出
か
ら
混
紡
し
て
能

夜
島
の
抱
擁
す
る
野
内
を
航
L
、
情
"
来
村
即
ち
今
の

申

畠

再

pd
ぴ
耕
民
筒
井
請
に
闘
で
、
E4主
事
匝

石
河
キ
一渉
。
、
鈴
の
御
附
附
近
に
京
り
、
御
附
叉
は

一
五
百
人
は
家
持
が
放
ら
に
必
裂
の
な
い
七
地
酔山
内
売
迂

盟
諸
か
ら
拡
に
航
し
て
、
外
捕
そ
刑
制
咋
測
に
梢
ぎ
純
一
航
し
た
と
は
思
は
ぬ
か
ら
そ
の
設
を
取
ら
ぬ
。
長
滋

り
、
長
滋
踊
聞
に
碇
泊
し
て
大
海
岡
田
に
指
し
、
芯
舗
の

一
捕
か
ら
は
越
巾
射
水
捕
の
阿
明
白
郷
に
行
き
、
布
勢
の

山
絡
を
魁
え
て
射
水
の
凶
府
に
邸
っ
た
と
し
て
ゐ

一
洲
口
に
州
帝
梨
て
、
布
削
の
凶
府
に
侃
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
論
に
於
い
て
は
、
者
向
訟
も
符
七
同
の
捕
約

一
ら
う
。
出
帆
封
鎖
に
大
柏
郷
と
お
い
た
の
は
、
太
泊
郷

き
に
て
、
州
市
ろ
そ
れ
よ
μ
り
も
北
方
に
求
め
ん
と
し
、

一
の
烈
で
、
そ
れ
は
阿
努
郷
に
川
じ
い
と
す
る
税
に
従

長
抽
出
稼
荷
羽
咋
部
出
来
の
中
日
以
で
あ
る
と
す
る
も
の

一
」
べ
き
で
あ
る
。

で
あ
る
。

一

オ
ホ
ト
リ
ヰ

大

鳥

居

湖
町
郡
出
木
院
に
臨
す

(
四
〉
前
二
設
の
批
判

l
前
二
設
は
時
類
似
し
て
ゐ
る

一
る
部
世
間
。
能
μ
w
u
m
跡
芯
大
前
寺
の
僚
に
、『昔
は
七
堂

が
、
家
持
巡
凶
の
阿
的
が
問
艇
の
駅
務
荷
政
資
す
る

一
伽
院
の
寺
、
大
出
年
中
濃
川
川
大
剛
州
法
の
大
地
に

に
あ
る
の
だ
か
ら
、
各
術
家
色
町
溢
ぎ
る
必
裂
が
あ
る

一
て
、
山け川木
院
内
は
不
時
四
社
衡
な
り
し
と
い
へ
り
o
共

の
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
点
に
考
雌
そ
仰
っ
て
ゐ
な
い

一
時
山
一
川
目
的
あ
り
L
所
青
、
今
も
大
鳥
町
村
と
い
か
。
』
と

の
み
な
ら
ず
、
郎
艇
の
水
路
や
-外
加
と
し
た
の
は
大

一
あ
る
。

き
な
鈴
殺
か
と
思
は
れ
る
。

一

オ
ホ
ナ

大
南

羽
川
出
町
(
剤
耐
山
間
取
引
〉
の
う
ち
の

〈
五
〉
第
三
設
l
是
に
於
い
て
第
三
設
が
必
裂
で
あ
る

一
小
手
。

が
、
そ
の
考
山
間
は
か
う
で
あ
る
。
家
持
は
芯
雌
随
か

一

オ
ホ
ナ
ガ
サ
キ

大
長
崎

以
南
川
比
M
M
の
北
方

ら
羽
咋
却
に
入
る
と
、
先
，
つ
刑
制
咋
の
小
山
即
ち
割
引
今
よ

一
に
あ
る
岬
。

り
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
け山
知

仰

の

自
に
沿
う
て

一

オ
ホ
ナ
ガ
ノ

大
長
野

喜

怒

陥

郷

に

臨

す

羽
咋
に
荒
ふ
り
そ
の
滞
家
宇
一
紡
ひ
、
民
に
胞
に
結
ん
で

m
w
m
。

然
多
一
冊
忽
に
簡
で
、
神
{
白
か
ら
け
山
知
的
の
出
陣
に
沿

“

オ
ホ
ナ
ダ

大
滋

刑
制
叶
部
徳
川
の
内
の
小
字。

う
て
七
尾
附
也
の
呑
路
加
に
謹
L
た
。
能
穀
却
の
部

一

オ
ホ
ナ
ダ
レ
ザ
ン

大
観
山

能
決
都
民
・以柿加古川

家
は
こ
の
線
上
に
あ
っ
た
。
呑
烏
律
か
ら
仙
閉
そ
刊
献
し

一
か
ら
西
方
の
山
。
-
討
さ
八
三
三
米
。

山
岡
謀
総
系
。

て
熊
来
即
ち
今
の
中
島
に
上
院
L
、
中甲山町
h
T
柿
断

L
一

オ
ホ
ナ
ン
ヂ
ダ
ケ

大
汝
岳

白
山
院
に
御
前
岳

て
富
来
に
出
で
、
向
田
地
に
入
る
加
で
餓
石
川
脅
渡

一
青
叙
し
た
る
次
に
、『
北
川
時
S

打川
崎
↓
以
前
住
=
大
明

り
、
思
…
島
か
ら
門
前
奈
川
え
は

Eに
近
い
路
線
の

一
品川
。
統
計高
利
太
聞
記
。
陶
器
如
来
栴
迩
也
。
建
=

一
を
取
っ
て
給
品
附
近
に
甲
山
山っ
た
。
そ
こ
の
巾
段
附

A
M
一
間
一
間
白
山
問
。
安
=
也
五
尺
金
銅
品
開
。
弘
前
京
品

近
に
郡
家
が
あ
っ
た
と
忠
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

一
一
丈
錫
杖
一
川
削

(m絞
州
制
似
訟
師
)
同
町
二
尺
八
寸
鰐

れ
か
ら
鉱
山
岸
に
沿
う
て
時
凶
に
京
り
、
鈴
佳
か
ら
東

一
口
-
鯉
畑
町
山
間
一
容
日
一
枝
一
摂
o
』
と
あ
る
。
こ
の
峰
は

折
L
て
在
院
に
あ
っ
た
で
あ
ら

4
珠
洲
の
別
家
に
荒

一
白
山
=
一
昨
の

一
つ
で
、
大
己
れ
吊
と
名
付
け
た
の

っ
た
と
見
え
る
。
正
院
か
ら
服
飾
裕
に
仰げ
ん
で
、
能

.
者
、
仙
円
前
地
に
も
大
放
に
も
作
り
、
文
回
出
一
向
側
の
先

母
島
の
外
側
世
泌
沿
L
、
地
訓
世
間
小
者
の
い
ふ
山
島
宇
部
一
は
内
帥
と
い
ひ
、
牛
両
側
の
先
訟
は
出
現
，
院
と
務

局
の
東
側
長
滋
捕
で
月
売
を
仰
い
だ
の
で
あ
る
。
臨

一
す
る
。
耐
嗣
は
、
立
政
巾
の
制
自
に
、『出
世
院
越
市
知

島
宇
島
町
西
側
を
良
置
甜
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、

T
E
E骨
七

R
醍
九
R
大
寸
』
と
あ
り
、
守
も
そ
の
通

一
三

O

り
で
、
白
山
奥
富
の
箆
枇
大
己
れ
制
批
と
せ
ら
れ
て

ゐ
る
。
大
汝
馬
は

御
前
島
や
創
出
ヶ
的
よ
り
も
後
に
外

輪
山
壁
そ
限
っ
て
附
引
出
し
た
向
閃
安
山
岩
の
熔
岩
で

あ
る
。
お
さ
二
六
八

O
米
。
今
地
例
に
大
汝
的
と
記

す
る
。オ

ホ
ニ
シ

大
商

羽
咋
榔
出
木
院
に
回
す
る
郎

町問。
オ
ホ
ニ
シ
カ
ゲ
ツ

大
商
荷
月

路
島
郡
高
品
の

人
で
、
押比政
J
1
二
年
に
生
ま
れ
た
。
側
稔
売
市
小
止
に

m，ひ
、
務
永
二
年
カ
凡
し
て
百
花
常
一
と
説
し
た
。
明

治
二
十
年
句
鈎
拾
か
へ
り
柑
出
荷
細
み
、
二十一一
一年
九

十
三
歳
そ
以
て
制
限
。

オ
ホ
ニ
シ
キ
ン
エ
モ
ン

大
西
金
右
衛
門

元
総

m信
長
に
代
へ
て
拙
都
民
売
制
し
た
が
、
信
長
の
死

後
前
附
利
家
に
仕
へ
、
天
正
十
二
年
に
は
末
森
械
に

在
っ
て
武
功
が
あ
り
、
後
大
坂
の
役
に
使
稀
や
勤

め
、
品
開
千
石
に
繁
っ
た
が
、
子
な
〈
し
て
断
絶
し
た
。

オ
ホ
ニ
シ
ヤ
マ

大
西
山

河
北
郡
総
怖
の
出
方

沃
野
中
に
決
起
す
る
丘
陵
で
あ
る
。
辿
〈
金
仰
と
河

北
潟
と
守
望
み
、
近
〈
怜
柑
酬
の
人
家
を
脚
下
に
見
る

景
勝
の
地
で
あ
る
。

オ
ホ
ニ
シ
ヤ
マ

大
西
山

凶
荒
川
西
山
町
内
の

ト
ヂ
。オ

ホ
ヌ
カ
大
額

石
川
加
出
限
度
の
内
に
印
刷
す

る
部
wm
。

オ
ホ
ヌ
カ
ゴ
ウ

大
額
郷

本
陶
寺
波
悼
仙
寺
系
闘

に
、
元
惚
二
年
石
川
郡
大
焼
郷
に
大
級
初
が
誌
仰
せ

ら
れ
た
こ
と
を

記
し
で
あ
る
。
大
糠
郷
は
大
級
郷

で
、
古
〈
は
M

削
七
ヶ
と
癖

L
て
、
大師削
・額
谷
・矧
乙

丸
・制
時
制
保
制
=
一
十
苅
・矧
助
九
・断
山
梨
林
が
あ
っ
た

と
い
ふ
か
ら
‘
そ
れ
を
き
し
た
の
で
あ
ら
う
。
後
悦

で
は
笥
傑
庄
の
内
で
あ
る
。
但
し
額
三
十
苅
は
ミ
十

苅
h

と
巴なり
、
田
助
九
主
由
里
鉢
は
臨
画
し
た
。


